ときに、 この 二つ は 互に 排撃し あ ふ ものであると 私が 

主張した かの 如く 誤解した 人が 随分 あつたが、 私 はこ 

の 二つ は、 別々 の 要素で あるに かゝ はらず、 一作 品の 

うちに 両立し 得る ものである こと は 認めた が、 マルク 

ス 主義 文学の 場合に は、 政治的 価値が 優位 を 占めな け 

れ ばなら ぬと 言った まで、 V ある。 

この 関係 は、 大衆文学に 於け る、 芸術的 価値と 商業 

的 価値との 場合に も 全く 同じで ある。 この 二つの 価値 

は 互に 排撃し あ ふ もので はない が、 大衆文学の 作品の 

場合に は、 後者が 前者よりも 重要視され、 後者 を 十分 

に 発揮す るた めに は 前者 は 幾分 犠牲に される こと も あ 



る。 尤も マルクス主義 文学の 場合に も、 大衆文学の 場 

合に も、 二つの 価値が、 それん \最 高度に 到達して ゐ 

る 場合、 即ち、 前の 場合で は 芸術的に もす ぐれて ゐな 

がら、 政治的 目的に も かな ひ、 後者の 場合に は、 芸術 

的に もす ぐれて ゐ ながら、 大衆性 を ももって ゐる 場合 

が、 最も 完全な、 最も 望ましい 場合で あるが、 その 場 

合で も 私たち は、 二つの 価値 構成要素 を 矢張り 分析し 

得る ので ある。 

二 



近代文学に 於いて 最も 大衆性 を もって ゐる もの は 小 

説で ある。 これ は 最近に 於け る 各国の 出版物の 中で、 

発行部数に 於いても、 書物の 数に 於いても 嶄 然と 他 を 

抜いて ゐる もの は 小説で あると いふ 一 事が よく 証明し 

てゐ る。 

では 小説 は 何故かく も 多数の 人々 に 読まれる か？ 

マイケル .ジ ヨセフと いふ 人 は Tiie Commercial 

Side of Literature とい ふ 書物の 中で この 問 ひに 対し 

て 次の やうに 答へ てゐ る。 序でに 断って おくが、 この 

書物 は、 卑俗な、 取る に 足らぬ 書物で は あるが、 その 

ために 却って 多くの 暗示 的な 問題 を 蔵して ゐる。 



甚だ 多い。 マイケル \ジ ョ セ フも言 つ てゐる やうに 「少 

数の 運の よい 例外 を 除いて は、 何人も、 故意に、 良く 

売れる 書物 を こしら へる こと はでき ない。 何人も 人気 

の 風向きが どちら へ 吹いて ゆく か を 前 も つ て 知る こと 

はでき ない ご 

マイケル ニソ ヨセフ は、 併しながら、 「最も 良く 売れ 

る 書物の 作者」 bestsellers の 資格、 即ち ある 作品に 商 

業 的 価値 を附 与する 大まかな 条件 を 列挙して ゐる。 



第一 に それ は 作品に 作者の シン セリ チイが あら はれ 

てゐる ことで ある。 読者 大衆 は 知的に は 鈍感であって 

も、 作者の シン セリ チイの 有無 を 見 わける 力 は 非常に 

正確で ある。 だから、 シン セリ チイと いふ こと は ！Dest 

sellers の 最高の 資格で ある。 

次に t-est sellers は、 その 内容に good story を も つ 

てゐ なければ ならぬ。 良き 物語と いふの は 良き 筋と い 

ふこと である。 筋の よいと いふ こと は、 必ら ずし も 凡 

ての 小説に とっての 必要条件 ではない が、 よく 売れる 

こと を 目的と して 書かれた 大衆 小説に とって は、 これ 

は 本質的な 条件で ある。 即ち 大衆 小説の 筋 は 活動、 変 



化に 富み、 人間味に 富んで ゐ なければ ならぬ。 こゝで 

人間味 human interest とい ふの は、 読者 を 作 中の 人 

物に 同化 させ、 その 作品の 中の 問題、 事件に 身 を もつ 

て 当面して ゐる やうに 感じさせ、 読者 をして 絶えず 「こ 

れ からどう すれば いいだら う？」 *Now what am I 

TOOingtodo?" と 手に 汗 を 握らせる ことで ある。 だが 

あまりに この 点 を 誇張し すぎて 信ずべ からざる やうな 

筋 を こしら へ ると 読者 は 書物 を 投げ出し てし まふ。 

「冬 来リ なば」 の 成功 は 大部分 は 一 般の 読者が マ ー ク - 

セ ー バ— に 共感す るた めで あり、 この 小説 を 好まない 

人 は エフ ィ ー の 挿話が あまり ありさう もない 話で ある 



ことをこの 小説の 欠点と 見做す ので ある。 

第三に、 前に も 言った ことで あるが、 最も 良く 売れ 

る 小説で ある 為め に は ハツ ピ— • エンディングの 小説 

である ことが 必要で ある。 といっても 悲痛な 要素が ス 

ト ー リイの 中に あって はいけ ない とい ふこと を 意味す 

るので なく、 却って 作 中の 人物のう ける 苦悩、 迫害、 

不幸が 多ければ 多い ほど ハツ ピ ー . エンディングの 効 

果は 増して 来る ので ある こと を 注意し なければ ならぬ。 

第 四に、 良く 売れる 小説に は、 はっきりした、 テ— 

マ 或は モラルが 物語 全体に 浸透して ゐ なければ ならぬ。 

即ち その スト ー リイが た、 V の 話よりも 極く 少しく 高尚 



で、 普通 読者の 胸 を 打つ 何物 か を もって ゐ なければ な 

らぬ。 

最後に もっと 実際的な 問題と して は 物語りの 長さで 

ある。 普通の 小説 は 平均 八 万 語 内外の ものが 多い (日 

本文に 翻訳す ると 約 二十 万 字 見当で ある)。 ところが、 

最もよ く 売れる 小説 は、 一般に これよりも 大分 長い。 

*If Winter Comes% が p-eter Jackson" *sonia" ""sinister 

street" .Tile Woman Thou Gavest Me" "Tile Green 

H ひ ,T.ile Way of nevelEltioru ,T-lle Rosary" 〃！ lie 

Middle of die ^rof 等の 人気の ある 小説 は どれ を 見 

て も 普通の 小説よりも 長い。 しかし、 この 理由 はよ く 



わからない。 同じ 定価で なるべく 分量の 沢山 あるの を 

読者が 好む からな のか、 それとも 大衆に 受ける やうな 

小説 は 相当 スケ ー ルが 大きくなければ ならん ので、 短 

い 紙面で は 書き あら はせ ないから なのか も 知れない。 

以上 は 既刊の よく 売れた 小説 を 基礎に しての 立論で 

あるが、 その他に、 出版の 時機が 小説の 売れる と 売れ 

ない とに 大関 係が ある。 "If Winter comes" も 丁度よ 

い 時期に 出た。 "The Middle of die Road" が 若し 一 

九 二三 年でなくて、 もう 一年 早く かお そく か 出たら あ 

れ だけの 成功 を 博し なかった であらう。 それから 標題 

が 小説の 売れ行きに 関係す ると ころも 尠少 でない。 マ 



ィケル - 、、ノ ヨセフ も A hi ひ pjpiy title is ひ tremendous 

asset と 言って ゐる。 同じ 内容の 短篇 小説 集が 英国と 

米国と で、 ちがった 題名で 出版され、 英国で は 大成功 

し、 米国で は 散々 に 失敗した ことがある。 そこで 米国 

の 出版者 は 思 ひきって 英国 版と 同じ 題名に か へ て 再版 

を 出したら、 急に 売れ行きが 増して 来たと いふ ことで 

ある。 

ラッパ一 

包装 或は その 道の 言葉で いへば ジ ャケッ もまた 小説 

のポピ ユラ リ チイに 大関 係 を もって ゐる。 はじめは 書 

物の 汚損 を 防ぐ ためであった この ラッパ— の 最近の 発 

達 は 著しい ものである。 それが 所謂 馬子に も 衣裳と い 



ふェ フエ クトを もつ ので ある こと は 説明す るまで もな 

ヽ o 

レ 

短篇 小説 集が 一 般に 売れ行きが 非常に 少 いこと は顕 

著な 事実で、 長篇 小説なら 三 四 万の 読者 を もつ 作者の 

短篇 小説 集が 五 千 部 以下し か 売れない こと は 珍ら しく 

ない。 その他、 最近に 於いて 大衆性の ない 小説 は、 歴 

史 小説、 宗教 小説、 教訓 小説、 及び 凡て 世界大戦 前に 

題材 をと つた 小説であって、 これ 等 は 大衆 小説と して 

は 殆んど 皆 失敗して ゐる。 尤も 中には ラファエル -サ 

バチ 二の 歴史小説の やうな 例外がない わけで もない が。 



以上、 私 は マイケル. ジ ヨセフの 議論 を かなり 長く 

引用した。 文学論と して、 (若し これ を 文学論と いへ 

るなら) およそ これ 位 プロ ザ イツ クな 文学論 はまた と 

ないで あらう。 彼 は 文学作品 を 全く 商品と して 観察し 

てゐ るので ある。 ところで 文学作品 を 商品と して 見る 

限り、 問題と される 価値 は 商業 的 価値の みで ある。 そ 

し て 商業 的 価値 を 構成す る 要素と 芸術的 価値 を 構成す 

る 要素と は、 以上 述べた ところに よりて、 全く 別箇の 

ものである ことが 容易に 看取し 得られる であらう。 



する こと はでき ないし、 この場合に は 商業 的 価値と は 

い へなくても、 芸術的 価値と は 更に 一 層 言へ ない 何等 

かの 価値 (殆ん ど 商業 価値に 換算で きる 価値) が 関与 

する こと を も 考慮し なければ ならぬ。 更に 進んで はフ 

オル ム そのものが、 芸術的 価値 を 構成す る 一 要素で あ 

ると 同時に、 商業 的 価値 を 構成す る 一 要素で も あると 

言へ るで あらう。 しかも 後の 場合で は 極く 小さい 要素 

に過ぎない であらう。 何故なら、 良く 売れる 小説 は必 

らず しも 名文で あると は 限らない からで ある。 

文学の 大衆性の 問題 は 種々 な 視角から 眺めら るべき 

問題で ある。 私が 文学作品 を 商品と して ここに 論じた 



からと 言 つ て 、 私が 文学作品 に 商品 以外の 性質 を 見な 

いの だな ど、 早合点 されて は 困る。 た > 私 は、 大衆 文 

学の 問題 は、 文学作品 を 一 応 商品と しても 見なければ、 

十分に 理解し 得ざる こと、 大衆性と は、 芸術的 価値の 

一 属性で あるよりも、 むしろ 商業 的 価値と 私が 名づく 

る 別箇の 価値の 別名で ある こと を 指摘した にと- V まる 

ので ある。 

(昭和 四 年 五月 「思想」) 
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